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平
安
文
学
に
お
け
る
渡
殿
の
役
割

―
―
恋
愛
発
生
の
場
と
し
て
―
―

水

田

ひ

ろ

み

は
じ
め
に
―
「
廊
」
と
「
渡
殿
」
に
関
す
る
諸
説
―

『
源
氏
物
語
』
蛍
巻
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

馬
場
殿
は
、
こ
な
た
の
廊
よ
り
見
通
す
、
ほ
ど
遠
か
ら
ず
。「
若
き

人
々
、
渡
殿
の
戸
開
け
て
物
見
よ
や
。
左
の
衛
府
に
い
と
よ
し
あ
る
官

人
多
か
る
こ
ろ
な
り
。
少
々
の
殿
上
人
に
劣
る
ま
じ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、

物
見
む
こ
と
を
い
と
を
か
し
と
思
へ
り
。
対
の
御
方
よ
り
も
、
童
べ
な

ど
物
見
に
渡
り
来
て
、
廊
の
戸
口
に
御
�
青
や
か
に
懸
け
わ
た
し
て
、

い
ま
め
き
た
る
裾
濃
の
御
几
帳
ど
も
立
て
わ
た
し
、
童
、
下
仕
な
ど
さ

ま
よ
ふ
。
菖
蒲
襲
の
衵
、
二
藍
の
羅
の
汗
衫
着
た
る
童
べ
ぞ
、
西
の
対

の
な
め
る
、
好
ま
し
く
馴
れ
た
る
か
ぎ
り
四
人
、
下
仕
は
楝
の
裾
濃
の

裳
、
撫
子
の
若
葉
の
色
し
た
る
唐
衣
、
今
日
の
装
ひ
ど
も
な
り
。
こ
な

た
の
は
濃
き
一
襲
に
撫
子
襲
の
汗
衫
な
ど
お
ほ
ど
か
に
て
、
お
の
お
の

い
ど
み
顔
な
る
も
て
な
し
、
見
と
こ
ろ
あ
り
。（
�
二
〇
五
〜
二
〇
六

頁
）

こ
こ
は
六
条
院
東
の
町
に
お
い
て
、
馬
場
の
競
射
が
行
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

光
源
氏
は
東
の
町
に
住
む
花
散
里
の
部
屋
に
顔
を
出
し
て
、「
若
き
人
々
」

つ
ま
り
女
房
た
ち
に
こ
の
競
射
を
見
物
す
る
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
馬
場
殿

は
花
散
里
の
住
む
場
所
の
廊
か
ら
見
通
せ
る
程
の
場
所
に
あ
り
、
女
房
た
ち

の
い
る
場
所
か
ら
見
物
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

さ
て
、
こ
の
女
房
た
ち
の
い
る
場
所
で
あ
る
「
渡
殿
」
の
解
釈
に
つ
い
て

は
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
こ
の
場
面
の
地
の
文
で
は
「
廊
」「
廊
の
戸
口
」

が
登
場
す
る
が
、
光
源
氏
の
口
か
ら
は
「
廊
」
で
は
な
く
「
渡
殿
」
と
い
う

言
葉
が
発
せ
ら
れ
る
。
池
田
亀
鑑
氏
は
『
源
氏
物
語
事（
１
）

典
』
の
「
廊
」
の
項

目
で
、「
同
じ
も
の
を
廊
と
も
渡
殿
と
も
呼
ん
だ
例
」
と
し
て
、
蛍
巻
の
こ

の
部
分
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
辞
書
類
で
も
ま
た
、「
廊
」
と
「
渡
殿
」
は

同
種
の
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多（
２
）

い
。
数
々
の
注
釈
で
も

「
廊
」
と
「
渡
殿
」
は
混
同
さ
れ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る（
３
）

が
、『
宇
津
保
物
語
』

な
ど
の
物
語
の
中
で
は
、
邸
宅
の
描
写
に
、
例
え
ば
「
檜
皮
の
お
と
ど
五
つ
、

廊
、
渡
殿
、
さ
る
べ
き
あ
て
あ
て
の
板
屋
ど
も
な
ど
、
あ
る
べ
き
限
り
に
て
、

蔵
町
に
御
蔵
い
と
多
か
り
。」（
俊
蔭
�
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
・
兼
雅
三
条
堀

河
邸
の
説
明
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
廊
」
と
「
渡
殿
」
が
併
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
同
種
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
当
時
で
は
、
二
者
の
間
に

は
何
ら
か
の
区
別
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ（
４
）

る
。
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「
廊
」
の
形
態
や
場
所
に
つ
い
て
は
鈴
木
温
子
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

鈴
木
氏
は
こ
の
蛍
巻
の
場
面
を
丁
寧
に
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
廊
」

と
「
渡
殿
」
が
別
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
て
い（
５
）

る
。
鈴
木
氏
は
「
こ
な

た
の
廊
」
が
花
散
里
の
居
所
に
近
接
す
る
「
廊
」
で
あ
り
、「
廊
」
は

「
戸
」
が
つ
く
も
の
だ
と
仮
定
し
、
こ
の
「
廊
」
の
「
戸
」
を
す
で
に
開
い

て
い
る
も
の
と
さ
れ
、「
渡
殿
の
戸
開
け
て
物
見
よ
や
」
と
い
う
描
写
か
ら
、

「
渡
殿
」
と
「
廊
」
は
別
物
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

光
源
氏
の
発
言
を
花
散
里
方
の
若
い
女
房
た
ち
に
対
す
る
も
の
と
捉
え
、
女

房
た
ち
の
観
覧
席
を
「
渡
殿
」、
玉
鬘
方
の
女
童
・
下
仕
た
ち
、
そ
し
て
花

散
里
の
女
童
た
ち
の
観
覧
席
を
「
廊
」
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い（
６
）

る
。

こ
の
「
廊
」
と
「
渡
殿
」
に
関
し
て
、
通
路
の
場
合
は
、
同
じ
も
の
に
対

し
て
「
廊
」
と
「
渡
殿
」
の
両
方
の
語
が
適
応
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

『
大
内
裏
図
考（
７
）

証
』
で
は
、
大
極
殿
と
小
安
殿
を
�
ぐ
一
間
に
二
間
の
小
建

物
を
「
渡
殿
・
歩
廊
・
昇
殿
廊
・
上
廊
・
小
安
殿
南
廊
・
登
廊
・
大
極
殿
北

渡
殿
」
な
ど
の
種
々
の
呼
称
で
説
明
し
て
い
る
。
建
築
学
側
で
も
こ
の

「
廊
」「
渡
殿
」
に
関
し
て
数
々
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
井

上
充
夫
氏
は
前
記
の
小
建
物
の
数
々
の
呼
称
に
注
目
し
、
廊
の
語
を
用
い
る

場
合
に
「
歩
」、「
昇
殿
」、「
上
」、「
登
」
な
ど
の
通
行
を
意
味
す
る
限
定
詞

を
付
し
て
い
る
点
か
ら
、「
廊
」
と
「
渡
殿
」
の
相
違
に
つ
い
て
、「
廊
は
特

定
の
機
能
を
持
つ
建
築
種
類
の
呼
称
で
は
な
く
、
各
種
の
機
能
を
与
え
ら
れ

る
も
の
で
、
単
な
る
建
築
物
の
形
態
上
の
呼
称
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
渡

殿
の
方
は
、
通
路
空
間
と
い
う
機
能
上
の
呼
称
で
あ
っ
て
、
両
語
の
成
立
根

拠
は
本
質
的
に
異
な
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い（
８
）

る
。
一
方
、
平
山
育
男
氏

は
「
廊
」
と
「
渡
殿
」
の
相
違
に
つ
い
て
、
床
の
有
る
無
し
が
問
題
で
あ
る

と
し
、
国
風
化
が
進
む
中
で
「
廊
」
に
も
床
が
張
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

点
で
両
者
の
区
別
は
消
滅
し
、『
源
氏
物
語
』
成
立
当
時
に
は
両
者
の
区
別

は
な
か
っ
た
と
い
う
立
場
を
取
ら
れ
て
い（
９
）

る
。

ま
た
、
太
田
静
六
氏
は
著
書
『
寝
殿
造
の
研（
１０
）

究
』
の
中
で
平
安
末
期
の
貴

族
の
邸
宅
を
考
察
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
「
廊
」「
渡
殿
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

一
般
に
寝
殿
と
対
屋
な
ど
の
よ
う
に
主
要
棟
間
を
結
ぶ
場
合
を
渡
殿
と

称
し
、
侍
廊
や
中
門
廊
の
よ
う
に
末
端
に
何
も
な
い
か
、
釣
殿
程
度
の

場
合
に
は
廊
と
呼
ん
で
い
る
。
透
渡
殿
や
中
門
廊
の
よ
う
に
通
路
と
し

て
の
場
合
は
別
と
し
て
、
一
般
に
廊
・
渡
殿
は
母
屋
と
庇
の
梁
間
二
間

か
ら
な
る
が
、
対
代
廊
の
場
合
は
例
外
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、

廊
・
渡
殿
の
両
側
に
簀
子
縁
が
附
さ
れ
て
通
路
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

（「
第
四
章

平
安
末
期
に
お
け
る
貴
族
の
邸
宅
／
第
十
一
節

平
安
末

期
に
お
け
る
寝
殿
造
の
総
括
」
五
二
四
頁
）

太
田
氏
は
「
釣
殿
程
度
の
場
合
に
は
廊
と
呼
ん
で
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
釣
殿
に
つ
づ
く
建
物
を
渡
殿
と
呼
ん
で
い
る

場
合
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
説
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
に
、
こ
の
二
つ
は
規
模

こ
そ
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、「
渡
殿
」
は
元
々
建
物
間
を
つ
な
ぎ
、
通
路
の

役
割
を
持
つ
殿
舎
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
後
に
女
房
の
局
な
ど
も
備
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
方
「
廊
」
は
基
本
的
に
は
殿
舎
に
付
属
す
る
細
長
い
空
間
で

あ
り
、
状
況
に
応
じ
て
通
路
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
源
氏
物
語
』
蛍
巻
の
例
を
み
る
と
、「
渡
殿
」
に
「
若
い
人
々
」
が
お
り
、

「
廊
」
に
「
童
・
下
仕
」
が
い
る
。「
若
き
人
々
」
は
女
房
の
こ
と
で
あ
り
、

雑
用
を
勤
め
る
「
童
・
下
仕
」
よ
り
は
身
分
の
高
い
侍
女
な
の
で
、
作
者
に

は
「
渡
殿
」
を
「
廊
」
よ
り
も
上
位
空
間
と
し
て
捉
え
る
意
識
が
あ
っ
た
の

― ２ ―



か
も
し
れ
な
い
。『
源
氏
物
語
』
の
諸
注
釈
で
は
�
々
、
こ
の
「
渡
殿
」
と

「
廊
」
が
混
同
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、「
渡
殿
」
と
「
廊
」
を
成
立
根

拠
と
空
間
的
秩
序
の
点
で
相
違
が
あ
る
も
の
と
し
、
通
路
と
し
て
の
機
能
を

持
ち
な
が
ら
居
住
空
間
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
「
渡
殿
」
に
焦
点
を
当

て
、
こ
の
場
が
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
す
る
平
安
朝
の
物
語
上
で
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

渡
殿
の
位
置

太
田
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
渡
殿
は
一
般
的
に
は
寝
殿
と
対
を
つ
な
ぐ
も

の
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
い
る
。
渡
殿
が
寝
殿
と
東
・
西
・
北
の
対
と
の

間
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
に
も
「
於
寝
殿
東
邊

〈
寝
殿
与
東
對
有
二
渡
殿
、
北
渡
殿
下
云
々
、〉」（
長
和
五
年
三
月
八
日
条
）

や
「
進
寝
殿
與
東
對
間
南
渡
殿
邊
」（
長
和
五
年
四
月
二
日
条
）「
卯
刻
立
渡

殿
〈
一
宇
、
寝
殿
与
西
對
北
渡
殿
、
一
宇
寝
殿
与
北
對
渡
殿
〉」（
寛
仁
元
年

十
月
廿
六
日
条
）
と
い
う
記
述
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
古
記
録
で
は
渡

殿
の
場
所
を
そ
の
都
度
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、『
源
氏
物
語
』
等
の
物
語
で
は
、
渡
殿
と
い
う
言
葉
は
頻
繁
に

使
わ
れ
る
が
、
そ
の
位
置
を
説
明
す
る
記
述
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
解
釈
で
は
渡
殿
の
位
置
を
寝
殿
と
対
の
間
に
限
定
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
が
、
そ
の
位
置
は
一
概
に
は
決
定
で
き
な
い
よ
う
で
、
例
え
ば
、『
源
氏

物
語
』
夕
顔
巻
に
描
か
れ
る
渡
殿
は
明
ら
か
に
寝
殿
と
は
無
縁
の
場
所
に
あ

る
。
光
源
氏
は
夕
顔
と
二
人
で
静
か
に
過
ご
す
た
め
に
、
な
に
が
し
の
院
を

訪
れ
る
。
そ
の
院
で
は
「
西
の
対
に
御
座
な
ど
よ
そ
ふ
ほ
ど
」（
�
一
六
〇

頁
）
と
あ
り
、
西
の
対
を
二
人
の
居
所
と
し
て
い
た
。
夜
中
に
物
の
怪
の
気

配
を
感
じ
た
源
氏
は
渡
殿
に
い
る
宿
直
人
を
起
こ
し
に
行
く
。
そ
の
場
面
に

は
、「
西
の
妻
戸
に
出
で
て
、
戸
を
押
し
開
け
た
ま
へ
れ
ば
、
渡
殿
の
灯
も

消
え
に
け
り
」（
�
一
六
五
頁
）
と
あ
り
、
源
氏
が
西
の
妻
戸
か
ら
戸
を
押

し
開
け
て
渡
殿
の
様
子
を
見
た
こ
と
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
西
の
対
に
い
た

源
氏
が
「
西
の
妻
戸
」
か
ら
出
る
と
あ
る
の
で
、
そ
の
渡
殿
は
寝
殿
と
対
を

結
ぶ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な（
１１
）

い
。
建
築
学
者
の
池
浩
三
氏
は
「
六
条
院
想
定

平
面（
１２
）

図
」
の
中
で
こ
の
箇
所
に
関
し
て
、
渡
殿
の
前
方
に
二
の
対
が
存
在
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
建
物
を
つ
な

ぐ
渡
殿
な
の
か
判
然
と
し
な
い
場
合
も
多
い
が
、
そ
の
位
置
は
寝
殿
と
対
の

間
の
み
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
寝
殿
と
対
を
結
ぶ

以
外
の
渡
殿
の
例
を
以
下
に
挙
げ
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

ま
ず
は
『
宇
津
保
物
語
』
に
、
藤
壺
女
御
（
あ
て
宮
）
の
里
下
が
り
に
際

し
て
、
源
涼
と
さ
ま
宮
（
源
正
頼
の
娘
で
、
あ
て
宮
の
妹
）
夫
婦
が
女
御
に

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
た
場
所
を
提
供
す
る
場
面
が
あ
る
。
こ
の
涼
夫
婦
の

居
所
は
「
沖
つ
白
波
」
巻
の
絵
指
示
に
よ
る
と
正
頼
邸
東
南
の
町
の
西
北
の

対
と
説
明
さ
れ
て
い
た
（
�
三
一
五
頁
）。
こ
の
対
は
国
譲
上
の
巻
に
な
る

と
「
西
の
一
の
対
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
（
�
三
八
頁
）。
源
涼
夫
婦
の
以

前
の
居
所
に
つ
い
て
、
さ
ま
宮
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

（
さ
ま
宮
）「
さ
て
、
こ
こ
に
は
お
は
し
住
ま
せ
た
ま
へ
。
寝
殿
は
い
と

わ
ろ
か
め
り
。
こ
れ
は
も
と
の
を
ば
と
り
違
へ
て
、
か
の
吹
上
と
い
ひ

け
る
所
を
、
取
り
に
や
り
て
奉
る
な
め
れ
ば
、
い
と
住
み
よ
し
。
こ
の

西
な
る
屋
ど
も
な
ん
ど
も
、
か
し
こ
の
な
れ
ば
、
対
の
や
う
に
な
む
。

そ
が
う
ち
に
も
、
と
か
く
よ
か
る
べ
き
に
せ
さ
せ
た
る
所
な
め
り
」

（
国
譲
上
�
四
一
頁
）

涼
夫
婦
の
住
ん
で
い
た
西
の
一
の
対
は
吹
上
宮
の
も
の
を
使
っ
た
も
の
で
あ
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る
か
ら
、
寝
殿
よ
り
住
み
や
す
い
と
い
う
。
ま
た
、「
西
な
る
屋
ど
も
」
と

あ
る
よ
う
に
、
西
の
一
の
対
の
西
に
別
の
建
物
も
存
在
し
た
。
そ
の
建
物
に

つ
い
て
は
、

こ
の
お
と
ど
の
西
に
、
七
間
の
檜
皮
葺
き
に
て
あ
り
。
左
、
右
の
渡
殿

あ
り
。
御
厨
子
所
に
は
、
そ
の
西
の
屋
を
し
た
り
（
同
巻
�
五
七
頁
〜

五
八
頁
）

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
七
間
の
建
物
の
左
右
に
は
渡
殿
が
付
い
て
い
る
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
方
は
西
の
一
の
対
に
、
も
う
一
方
は
御
厨
子
所

に
し
た
建
物
に
接
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
釣
殿
に
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例
も
あ
る
。『
狭
衣
物
語
』
に
、

嵯
峨
院
が
、
主
人
公
狭
衣
と
の
過
ち
に
よ
っ
て
出
家
し
た
女
二
の
宮
の
た
め

に
、
法
華
曼
陀
羅
供
養
と
法
華
八
講
を
催
す
場
面
が
あ
る
。
こ
の
八
講
の
終

了
後
も
、
狭
衣
は
退
居
す
る
気
持
ち
に
な
れ
ず
に
、
一
人
嵯
峨
に
残
っ
て
い

た
。
そ
の
場
面
を
物
語
で
は
「
物
の
み
悲
し
け
れ
ば
、
や
が
て
川
上
に
作
り

か
け
ら
れ
た
る
釣
殿
に
、
一
人
つ
く
づ
く
眺
め
入
り
た
ま
ひ
て
、」（
巻
三
・

�
一
七
二
頁
）
と
表
現
し
て
い
る
。
狭
衣
は
そ
の
釣
殿
で
和
歌
を
詠
み
、
法

華
経
の
句
を
、
声
を
は
り
あ
げ
て
読
む
の
だ
が
、
そ
の
声
を
聞
い
た
若
宮

（
狭
衣
と
女
二
の
宮
と
の
間
の
秘
密
の
子
）
が
狭
衣
の
所
に
行
き
た
い
と
騒

い
だ
の
で
、
宰
相
の
乳
母
は
若
宮
を
抱
い
て
「
そ
な
た
の
渡
殿
」（
一
七
三

頁
）
に
や
っ
て
く
る
。
こ
の
渡
殿
は
狭
衣
の
居
る
釣
殿
へ
通
じ
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
藤
原
宗
忠
の
日
記
『
中
右
記
』
永
長
元
年
十
一

月
廿
四
日
条
の
大
地
震
の
際
の
記
述
に
「
于
時
主
上
渡
御
西
釣
殿
、〈
件
渡

殿
臨
前
池
、〉
欲
乗
御
前
池
舟
之
間
也
、」（
主
上＝

堀
河
天
皇
、
場
所＝

里

内
裏
・
閑
院
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
ま
た
、
釣
殿
と
接
続
し
て
い
る
と
い

う
確
証
は
な
い
が
、
同
じ
く
『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
八
月
十
五
日
条
に
「
已

依
日
暮
也
、
寄
御
船
於
東
渡
殿
、
上
皇
令
乗
船
、」（
上
皇＝

白
河
上
皇
、
場

所＝

鳥
羽
殿
）
と
あ
り
、
池
近
く
に
渡
殿
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。『
源

氏
物
語
』
若
菜
下
巻
に
「
辰
巳
の
か
た
の
釣
殿
に
続
き
た
る
廊
を
楽
所
に
し

て
、
山
の
南
の
そ
ば
よ
り
お
前
に
出
づ
る
ほ
ど
、」（
�
二
七
八
頁
）
と
あ
り
、

ま
た
、
藤
原
資
房
の
日
記
『
春
記
』
で
は
、
里
内
裏
と
な
っ
た
藤
原
教
通
の

二
条
殿
の
釣
殿
の
場
所
を
「
件
釣
殿
在
中
門
南
廊
々
南
」（
長
久
元
年
十
一

月
十
一
日
条
）
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
前
述
の
太
田
氏
の

説
の
よ
う
に
、
釣
殿
に
続
く
建
物
を
廊
と
す
る
説
も
あ
る（
１３
）

が
、『
狭
衣
物

語
』
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
渡
殿
で
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
釣
殿
と
対
の
間
に
は
中
門
廊
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

『
中
右
記
』
に
は
中
門
廊
の
近
く
に
渡
殿
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述

が
あ
る
。

・
今
夕
内
侍
所
遷
御
東
中
門
廊
西
渡
殿
、（
嘉
保
元
年
十
一
月
廿
三
日

条
）〈
場
所＝

堀
河
天
皇
里
内
裏
・
大
炊
殿
〉

・
秉
燭
之
程
參
高
陽
院
、
左
大
将
殿
若
君
御
百
日
事
也
、
先
於
小
寝
殿
西

庇
�
饌
、
為
公
�
座
、
中
門
東
之
北
渡
殿
、
同
為
殿
上
人
座
（
嘉
保
二

年
十
月
十
七
日
条
）〈
場
所＝

藤
原
忠
実
高
陽
院
〉

・
東
中
門
南
廊
西
向
渡
殿
為
内
侍
所
也
、
依
無
便
宜
、
其
北
面
為
御
神
楽

座
、
先
御
出
、
供
神
物
之
後
有
御
拜
歟
、（
中
略
）
及
子
剋
事
了
、
中

宮
女
房
棹
華
船
、
寄
池
岸
聞
御
神
楽
、（
嘉
保
二
年
十
二
月
八
日
条
）

〈
場
所＝

堀
河
天
皇
里
内
裏
・
閑
院
〉

そ
れ
ぞ
れ
の
渡
殿
の
詳
細
な
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
は

寝
殿
と
対
以
外
の
場
所
に
も
渡
殿
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
渡
殿
」
は
藤
原
道
長
の
建
立
し
た
法
成
寺
に
も
見
ら
れ
る
。
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こ
の
法
成
寺
は
『
栄
華
物
語
』
に
よ
る
と
、「
北
、
南
、
西
の
方
と
、
廊
と

渡
殿
と
を
造
り
つ
づ
け
さ
せ
」（
巻
第
十
六
「
も
と
の
し
づ
く
」
�
二
四
八

頁
）
た
寺
で
、『
大
鏡
』
の
法
成
寺
金
堂
供
養
の
際
の
記
述
に
は
「
南
大
門

の
ほ
ど
に
て
見
申
し
し
だ
に
、
笑
ま
し
く
お
ぼ
え
は
べ
り
し
に
、
御
堂
の
渡

殿
の
も
の
の
は
ざ
ま
よ
り
、
一
品
宮
の
弁
の
乳
母
、
い
ま
一
人
は
、
そ
れ
も

一
品
宮
の
大
輔
の
乳
母
、
中
将
の
乳
母
と
か
や
、
三
人
と
ぞ
う
け
た
ま
は
り

し
、
御
車
よ
り
お
り
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
ゐ
ざ
り
続
か
せ
た
ま
へ
る
を
、
見
た

て
ま
つ
り
た
る
ぞ
か
し
。」（「
藤
原
氏
の
物
語
・
三
五
九
頁
）
と
あ
る
。
ま

た
、
法
成
寺
行
幸
の
際
、
後
一
条
天
皇
は
『
栄
華
物
語
』
に
「
阿
弥
陀
堂
の

簀
子
よ
り
お
は
し
ま
し
て
、
東
の
渡
殿
に
御
座
の
所
よ
そ
ひ
て
お
は
し
ま

す
。」（
巻
第
十
七
「
お
む
が
く
」
�
二
七
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
渡
殿
を

御
座
所
と
し
た
。
こ
の
東
の
渡
殿
は
阿
弥
陀
堂
と
金
堂
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
渡
殿
は
寝
殿
と
対
を
つ
な
ぐ
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の

他
の
殿
舎
を
つ
な
ぐ
場
合
に
も
設
置
さ
れ
た
。
最
初
に
挙
げ
た
『
源
氏
物

語
』
夕
顔
巻
の
例
で
は
、
池
氏
の
説
の
よ
う
に
西
の
対
の
西
に
西
二
対
が

あ
っ
た
か
、
ま
た
は
『
宇
津
保
物
語
』
の
例
の
よ
う
に
対
と
は
別
の
建
物
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
『
中
右
記
』
の
例
の
よ
う
に
門

の
近
く
に
中
門
廊
と
は
別
に
渡
殿
と
認
識
さ
れ
る
建
物
が
あ
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

居
住
空
間
と
し
て
の
渡
殿

渡
殿
は
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
様
々
な
場
所
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

『
源
氏
物
語
』
成
立
当
時
に
お
い
て
は
、
廊
よ
り
も
高
級
な
建
物
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
渡
殿
も
廊
も
居
住
空
間
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
が
、『
源
氏
物
語
』
の
作
者
・
紫
式
部
は
渡
殿
の
方
を
上
位
空
間
と

認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
角
田
文
衞
氏
に
よ
る
と
藤
原
道
長
の
土
御
門

殿
で
は
東
廊
も
西
廊
も
渡
殿
と
同
じ
よ
う
に
、
母
屋
と
廂
か
ら
な
っ
て
い
た

ら
し
い
が
、
こ
の
邸
宅
の
廊
は
儀
式
の
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
場
所
は
い
ず

れ
も
通
路
と
し
て
の
み
の
利
用
で
あ
っ
た
よ
う（
１４
）

だ
。
廊
は
『
枕
草
子
』
九
五

段
に
よ
る
と
、
奥
行
き
の
浅
い
空
間
で
あ（
１５
）

り
、
住
む
と
し
た
ら
手
狭
な
感
じ

が
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
廊
を
居
住
空
間
と
し
て
い
る
例
を
確
認
す
る
と
、

宮
中
で
は
『
寛
平
御
遺
戒
』
に
「
中
重
の
北
西
の
廊
は
、
采
女
・
女
嬬
等
各

曹
司
と
為
し
、
居
住
す
る
こ
と
家
の
ご
と
く
、」（『
日
本
思
想
大
系
８
古
代

政
治
社
会
思
想
』〈
岩
波
書
店
〉
一
〇
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
采
女
・
女
嬬

た
ち
が
曹
司
と
し
て
使
用
し
、
ま
た
、『
宇
津
保
物
語
』
で
は
源
正
頼
の
息

子
た
ち
も
、「
男
君
た
ち
は
、
あ
る
限
り
、
廊
を
御
曹
司
に
し
た
ま
ひ
て
、

板
屋
を
さ
ぶ
ら
ひ
に
し
て
な
む
あ
り
け
る
。」（
藤
原
の
君
�
一
三
五
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
廊
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
宇
治
八
の
宮

の
女
房
で
あ
っ
た
弁
の
尼
も
、
寝
殿
の
改
築
期
間
の
み
の
使
用
で
は
あ
っ
た

が
、
同
じ
く
廊
を
居
所
と
し
て
い（
１６
）

た
。
浮
舟
も
西
の
対
を
追
い
出
さ
れ
て
か

ら
は
廊
に
住
む
し
か
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
廊
は
「
ほ

ど
り
ば
み
た
ら
む
」（
東
屋
�
四
一
頁
）
場
所
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
所

に
浮
舟
を
住
ま
わ
せ
る
の
は
、
母
・
中
将
の
君
に
と
っ
て
は
「
飽
か
ず
い
と

ほ
し
く
お
ぼ
え
」（
同
前
）
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
廊

は
居
住
空
間
に
成
り
得
た
が
、
何
れ
も
身
分
の
低
い
侍
女
・
男
性
・
尼
で
あ

り
、
浮
舟
の
よ
う
な
姫
君
が
住
む
の
に
は
相
応
し
く
な
い
空
間
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
み
て
も
、
高
貴
な
姫
君
や
身
分
の
高
い
女
房

た
ち
の
生
活
を
中
心
に
語
る
物
語
の
中
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
、

廊
で
は
な
く
渡
殿
で
あ
っ
た
。
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居
住
空
間
と
し
て
の
渡
殿
に
つ
い
て
は
『
紫
式
部
日
記
』
に
詳
し
い
。
こ

の
日
記
に
は
紫
式
部
が
中
宮
彰
子
の
里
邸
・
土
御
門
殿
の
渡
殿
に
局
を
も
っ

て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
そ
の
渡
殿
の
規
模
・
構
造
に
関
し

て
は
、
角
田
氏
の
考（
１７
）

察
が
あ
る
。
角
田
説
で
は
、
こ
の
土
御
門
殿
の
渡
殿
は

東
西
棟
四
間
で
南
庇
が
あ
っ
た
と
す
る
。
母
屋
部
分
は
女
房
の
局
に
あ
て
ら

れ
、
南
庇
が
寝
殿
と
東
対
と
の
通
路
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
南
庇
の
南
に
は
、

泉
や
壺
庭
に
臨
む
簀
子
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
角
田
氏
の
説
を
踏
ま
え
、
増
田
繁
夫
氏
は
「
紫
式
部
伝
研
究
の
現
在

―
渡
殿
の
局
、
女
房
と
し
て
の
身
分
・
序
列
・
職
階（
１８
）

―
」
の
中
で
、「
渡
殿

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
柱
間
は
寝
殿
よ
り
も
か
な
り
短
い
も
の
で
あ
ろ
う
」
と

さ
れ
、『
紫
式
部
日
記
』
の
渡
殿
の
用
例
か
ら
式
部
の
局
の
位
置
を
割
り
出

さ
れ
て
い
る
。
増
田
氏
に
よ
る
と
、
土
御
門
殿
寝
殿
の
東
北
の
渡
殿
は
三
間

あ
り
、
寝
殿
に
近
い
西
側
か
ら
、
宰
相
の
君
・
紫
式
部
・
宮
の
内
侍
と
い
う

三
人
の
高
級
女
房
の
局
が
お
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
増
田
氏
は
、
こ
の

配
置
は
女
房
の
序
列
を
暗
示
す
る
も
の
で
、
寝
殿
に
近
い
方
か
ら
順
に
身
分

の
高
い
女
房
の
局
が
あ
っ
た
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
。
紫
式
部
の
局
の
位
置

に
関
し
て
は
諸
説
あ
る（
１９
）

が
、
こ
の
指
摘
は
渡
殿
の
局
の
在
り
方
を
明
確
に
説

明
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

渡
殿
を
女
房
の
局
と
し
て
使
用
す
る
方
法
は
『
源
氏
物
語
』
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。

�
（
空
�
）「
い
と
け
近
け
れ
ば
か
た
は
ら
い
た
し
。
な
や
ま
し
け
れ
ば

忍
び
て
う
ち
叩
か
せ
な
ど
せ
む
に
、
ほ
ど
離
れ
て
を
」
と
て
、
渡
殿
に
、

中
将
と
い
ひ
し
が
局
し
た
る
隠
れ
に
移
ろ
ひ
ぬ
。
さ
る
心
し
て
、
人
と

く
静
め
て
御
消
息
あ
れ
ど
、
小
君
は
尋
ね
あ
は
ず
。
よ
ろ
づ
の
所
求
め

歩
き
て
、
渡
殿
に
分
け
入
り
て
、
か
ら
う
じ
て
�
り
来
た
り
（
帚
木
�

一
一
〇
頁
）

�
西
面
を
こ
と
に
し
つ
ら
は
せ
た
ま
ひ
て
、
小
さ
き
御
調
度
ど
も
う
つ
く

し
げ
に
と
と
の
へ
さ
せ
た
ま
へ
り
、
乳
母
の
局
に
は
、
西
の
渡
殿
の
北

に
当
た
れ
る
を
せ
さ
せ
た
ま
へ
り
。（
薄
雲
�
四
三
五
頁
）

�
人
召
し
て
、（
源
氏
）「
西
の
渡
殿
よ
り
奉
ら
せ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。

（
若
菜
上
�
七
一
頁
）

〔参考〕土御門殿の東渡殿（第１期）の想定復原図
角田文衞氏「土御門殿と紫式部」（『紫式部伝―その生涯と『源氏物語』―
源氏物語千年紀記念』法藏館二〇〇七年一月より）
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�
こ
の
院
に
お
は
し
ま
す
を
ば
、
内
裏
よ
り
も
広
く
お
も
し
ろ
く
住
み
よ

き
も
の
に
し
て
、
常
に
し
も
さ
ぶ
ら
は
ぬ
人
ど
も
も
、
み
な
う
ち
と
け

住
み
つ
つ
、
は
る
ば
る
と
多
か
る
対
ど
も
、
廊
、
渡
殿
に
満
ち
た
り
。

（
蜻
蛉
�
二
六
四
頁
）

�
の
記
述
か
ら
は
空
�
付
き
の
女
房
、
中
将
の
君
の
局
が
渡
殿
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
引
用
箇
所
は
空
�
が
光
源
氏
の
御
座
所
に
近
い
こ
と
を
気

に
し
て
、
肩
や
腰
を
叩
か
せ
た
い
か
ら
と
い
う
口
実
で
女
房
の
局
に
移
る
場

面
で
あ
る
。
小
君
は
姉
を
捜
し
回
っ
て
、
や
っ
と
の
こ
と
で
こ
の
場
に
�
り

着
い
た
。
こ
の
渡
殿
の
局
周
辺
の
様
子
に
つ
い
て
、
小
君
は
「
い
と
む
つ
か

し
げ
に
さ
し
籠
め
ら
れ
て
、
人
あ
ま
た
は
べ
る
め
れ
」（
�
一
一
二
頁
〜
一

一
三
頁
）
と
表
現
し
て
い
る
。
�
は
二
条
院
に
引
き
取
ら
れ
た
明
石
の
姫
君

の
乳
母
の
局
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
�
は
光
源
氏
が
女
三
の
宮
に
歌
を

贈
る
時
の
こ
と
で
、
源
氏
は
使
い
の
者
を
呼
ん
で
、
西
の
渡
殿
に
居
住
し
て

い
る
女
三
の
宮
付
き
の
女
房
を
通
じ
て
文
を
差
し
上
げ
よ
と
指
示
し
て
い
る
。

こ
の
女
三
の
宮
の
女
房
の
居
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
も
以
前
に
、「
そ

な
た
の
一
二
の
対
、
渡
殿
か
け
て
、
女
房
の
局
々
ま
で
、
こ
ま
か
に
し
つ
ら

ひ
磨
か
せ
た
ま
へ
り
。」（
若
菜
上
	
六
二
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
�
は

明
石
の
中
宮
が
六
条
院
春
の
町
に
蜻
蛉
式
部


宮
の
軽
服
で
里
下
が
り
し
て

い
る
場
面
で
あ
る
。
普
段
お
仕
え
し
て
い
な
い
よ
う
な
女
房
も
み
な
気
安
く

住
み
つ
い
て
、
対
や
廊
や
渡
殿
ま
で
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
以
上
、『
源
氏
物
語
』
中
の
女
房
の
居
所
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ

の
よ
う
な
例
は
『
源
氏
物
語
』
以
後
の
物
語
に
も
見
ら
れ
る
。

�
こ
の
続
き
た
る
渡
殿
に
、
人
の
け
は
ひ
す
る
を
、
立
ち
ど
ま
り
て
聞
き

た
ま
へ
ば
、「
い
づ
ら
」
「
御
殿
油
、
い
ま
は
参
れ
」
な
ど
ぞ
言
ふ
な

る
。（
中
略
）
こ
の
渡
殿
は
、
人
々
の
う
ち
休
む
所
に
て
あ
る
に
、
知

ら
ぬ
人
の
、
け
近
う
物
し
た
ま
へ
る
が
つ
つ
ま
し
さ
に
、
し
ば
し
、
寄

り
臥
し
た
ま
へ
る
な
る
べ
し
。（『
狭
衣
物
語
』
巻
四
�
二
七
六
〜
二
七

七
頁
）



大
将
ど
の
の
お
は
し
ま
す
方
よ
り
は
別
に
、
五
間
四
面
な
る
小
寝
殿
・

対
ど
も
、
廊
・
渡
殿
な
ど
、
皆
、
こ
の
御
方
の
女
房
の
曹
司
、
侍
所
、

蔵
人
所
な
ど
に
せ
さ
せ
た
ま
へ
る
な
る
べ
し
。」（『
狭
衣
物
語
』
巻
四

�
三
一
七
頁
）

�
西
の
対
に
は
、
大
納
言
殿
の
音
無
し
の
窓
に
し
た
ま
へ
ば
、
そ
な
た
の

北
の
渡
殿
を
、
乳
母
の
局
に
し
つ
ら
は
せ
た
ま
へ
り
。」（『
夜
の
寝

覚
』
巻
二
・
一
六
三
頁
）

�
（
吉
野
の
姫
君
を
）
宮
に
渡
し
た
て
ま
つ
り
給
ふ
。
寝
殿
の
ひ
む
が
し

面
に
、
そ
の
北
の
対
、
渡
殿
か
け
て
、
女
房
の
局
ど
も
、
御
し
つ
ら
ひ

な
ど
、
ま
ば
ゆ
き
ま
で
磨
き
と
と
の
へ
て
渡
し
た
て
ま
つ
り
給
ふ
。

（『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
第
五
・
四
四
〇
頁
）

�
は
故
式
部


宮
の
妻
で
宰
相
の
中
将
の
母
が
病
に
よ
り
出
家
し
、
亀
山

の
寺
に
こ
も
り
、
狭
衣
が
そ
の
見
舞
い
に
訪
れ
る
場
面
で
あ
る
。
文
中
の
渡

殿
は
母
君
の
い
る
阿
弥
陀
堂
に
つ
づ
く
渡
殿
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
に
女
房
た

ち
が
居
り
、
ま
た
娘
の
姫
君
も
狭
衣
が
客
と
し
て
母
の
側
に
い
た
の
で
、

憚
っ
て
こ
の
渡
殿
に
来
て
い
た
。


は
狭
衣
が
そ
の
姫
君
を
自
邸
に
引
き
取

る
場
面
。
姫
君
付
き
の
女
房
の
曹
司
や
侍
所
・
蔵
人
所
が
小
寝
殿
・
対
・

廊
・
渡
殿
に
し
つ
ら
え
て
あ
る
と
い
う
。
�
は
男
主
人
公
・
大
納
言
が
女
主

人
公
・
中
の
君
と
の
間
の
秘
密
の
子
で
あ
る
姫
君
を
迎
え
て
、
そ
の
乳
母
を

彼
の
私
室
で
あ
る
西
の
対
の
北
の
渡
殿
に
迎
え
る
場
面
で
あ
る
。『
源
氏
物

語
』
の
明
石
の
姫
君
の
乳
母
と
同
様
の
扱
い
で
あ
る
。
�
は
主
人
公
の
中
納

言
が
吉
野
山
で
見
付
け
た
姫
君
を
異
母
妹
と
偽
っ
て
自
身
の
邸
宅
に
迎
え
る

― ７ ―



場
面
で
あ
る
。
北
の
対
と
渡
殿
が
女
房
の
局
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
渡
殿
は
女
房
た
ち
の
局
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
し
て
、『
源
氏
物
語
』
蛍
巻
の
例
の
よ
う
に
、
身
分
に
よ
っ
て

居
住
で
き
る
場
所
も
異
な
っ
て
お
り
、
渡
殿
に
居
住
で
き
る
の
は
身
分
の
高

い
女
房
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
対
が
対
代
廊
に
代
わ
る
院
政
期

以
降
、
廊
の
位
置
づ
け
も
変
化
し
、
廊
が
身
分
の
高
い
人
の
居
住
空
間
と
な

る
場
合
も
あ
っ
た
が
、『
源
氏
物
語
』
成
立
当
時
に
は
そ
の
よ
う
な
使
用
例

は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
渡
殿
を
女
房
の
局
に
利
用
す
る
例
が
見
ら
れ
る

の
も
『
源
氏
物
語
』
が
最
初
で
あ
る
。

恋
愛
空
間
と
し
て
の
渡
殿

見
て
き
た
よ
う
に
、
渡
殿
は
女
房
の
局
が
あ
り
、
普
段
は
主
人
の
影
に

な
っ
て
い
る
女
房
た
ち
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
空
間
で
も
あ
っ
た
。
渡

殿
に
は
常
に
女
房
の
気
配
が
し
、
そ
こ
で
は
若
い
男
君
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。『
紫
式
部
日
記
』
に
は
そ
の
こ
と

を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。

暮
れ
て
、
月
い
と
お
も
し
ろ
き
に
、
宮
の
亮
、
女
房
に
あ
ひ
て
、
と
り

わ
き
た
る
よ
ろ
こ
び
も
啓
せ
さ
せ
む
と
に
や
あ
ら
む
、
妻
戸
の
わ
た
り

も
御
湯
殿
の
け
は
ひ
に
濡
れ
、
人
の
音
も
せ
ざ
り
け
れ
ば
、
こ
の
渡
殿

の
東
の
つ
ま
な
る
宮
の
内
侍
の
局
に
立
ち
寄
り
て
、「
こ
こ
に
や
」
と

案
内
し
た
ま
ふ
。
宰
相
は
中
の
間
に
寄
り
て
、
ま
だ
さ
さ
ぬ
格
子
の
上

押
し
上
げ
て
、「
お
は
す
や
」
な
ど
あ
れ
ど
、
出
で
ぬ
に
、
大
夫
の

「
こ
こ
に
や
」
と
の
た
ま
ふ
に
さ
へ
、
聞
き
し
の
ば
む
も
こ
と
ご
と
し

き
や
う
な
れ
ば
、
は
か
な
き
い
ら
へ
な
ど
す
。（
中
略
）
夜
ふ
く
る
ま

ま
に
、
月
い
と
明
か
し
。「
格
子
の
も
と
取
り
さ
げ
よ
」
と
せ
め
た
ま

へ
ど
、
い
と
く
だ
り
て
上
達
部
の
居
た
ま
は
む
も
、
か
か
る
所
と
い
ひ

な
が
ら
、
か
た
は
ら
い
た
し
、
若
や
か
な
る
人
こ
そ
、
も
の
の
ほ
ど
知

ら
ぬ
や
う
に
あ
だ
へ
た
る
も
罪
ゆ
る
さ
る
れ
、
な
に
か
、
あ
ざ
れ
ば
ま

し
と
思
へ
ば
、
は
な
た
ず
。（
一
六
〇
〜
一
六
一
頁
）

中
宮
に
昇
進
の
お
礼
を
言
上
し
て
も
ら
お
う
と
、
宮
の
大
夫
と
亮
が
作
者
た

ち
の
局
の
あ
る
渡
殿
ま
で
や
っ
て
く
る
。
東
の
端
の
局
は
宮
の
内
侍
の
居
所

で
あ
っ
た
が
、
彼
女
は
留
守
で
、
今
度
は
中
の
間
に
い
る
紫
式
部
を
二
人
の

君
達
が
訪
れ
る
。
式
部
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
二
人
は
、
下
の
格
子
を
取
り

さ
げ
さ
せ
て
、
彼
女
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
。
若
い
人

な
ら
ば
ふ
ざ
け
あ
っ
て
も
大
目
に
見
ら
れ
る
が
、
自
分
は
そ
う
も
い
か
な
い

と
、
式
部
は
格
子
を
外
さ
な
い
で
い
た
。
ま
た
、
作
者
は
渡
殿
居
住
の
間
に
、

藤
原
道
長
の
訪
問
ま
で
受
け
る
。

渡
殿
に
寝
た
る
夜
、
戸
を
た
た
く
人
あ
り
と
聞
け
ど
、
お
そ
ろ
し
さ
に
、

音
も
せ
で
明
か
し
た
る
つ
と
め
て
、

夜
も
す
が
ら
水
鶏
よ
り
け
に
な
く
な
く
ぞ

ま
き
の
戸
ぐ
ち
に
た
た
き
わ
び
つ
る

か
へ
し
、

た
だ
な
ら
じ
と
ば
か
り
た
た
く
水
鶏
ゆ
ゑ

あ
け
て
は
い
か
に
く
や
し
か
ら
ま
し
（
二
一
四
〜
二
一
五
頁
）

右
の
文
章
と
同
様
の
も
の
が
『
紫
式
部
集
』
に
も
あ
る
。「
夜
も
す
が
ら
」

の
歌
は
『
新
勅
�
和
歌
集
』
に
法
成
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣
つ
ま
り
藤
原

道
長
の
歌
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、「
戸
を
た
た
く

人
」
は
道
長
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
渡
殿
は
女
房
た
ち
の
空
間
で
あ
り
、
女
房
が
主
役
に
な
れ

る
空
間
で
も
あ
っ
た
。
若
い
君
達
が
女
房
の
い
る
渡
殿
に
立
ち
寄
り
、
親
し

― ８ ―



く
交
際
を
す
る
と
い
う
光
景
は
物
語
で
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。『
源
氏
物

語
』
野
分
巻
に
は
、
野
分
の
見
舞
い
と
し
て
光
源
氏
と
夕
霧
が
秋
好
中
宮
の

居
所
を
訪
れ
る
場
面
が
あ
る
。
光
源
氏
が
中
宮
の
御
�
の
内
に
入
っ
た
あ
と
、

夕
霧
は
「
渡
殿
の
戸
口
に
人
々
の
気
配
す
る
に
寄
り
て
、
も
の
な
ど
言
ひ
戯

る
」（
�
二
七
六
頁
）
と
い
う
行
動
に
出
る
。
蜻
蛉
巻
で
は
六
条
院
春
の
町

に
あ
る
渡
殿
で
夕
霧
の
子
息
た
ち
が
女
房
と
話
を
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
。

薫
も
ま
た
「
東
の
渡
殿
に
、
開
き
あ
ひ
た
る
戸
口
に
人
々
あ
ま
た
ゐ
て
、
物

語
な
ど
忍
び
や
か
に
す
る
所
」（
蜻
蛉
�
二
六
六
頁
）
に
や
っ
て
き
て
、
彼

女
た
ち
と
交
際
し
よ
う
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
六
条
院
に
お
け
る
薫
の
こ
の
よ
う
な
行
動
に
つ
い
て
は
、
薫

自
身
が
「
お
ほ
か
た
に
は
参
り
な
が
ら
、
こ
の
御
方
の
見
参
に
入
る
こ
と
の

難
く
は
べ
れ
ば
、
い
と
お
ぼ
え
な
く
翁
び
は
て
に
た
る
心
地
し
は
べ
る
を
」

（
蜻
蛉
�
二
五
五
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
彼
と
女
一
宮
と
の
対
面
の
難
し
さ

か
ら
、
今
ま
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。
薫
は
続
け
て
「
今
よ
り
は
と

思
ひ
お
こ
し
は
べ
り
て
な
ん
。
あ
り
つ
か
ず
と
若
き
人
ど
も
ぞ
思
ふ
ら
ん
か

し
」（
同
巻
�
二
五
六
頁
）
と
夕
霧
の
子
息
た
ち
の
方
を
見
な
が
ら
、
女
房

た
ち
に
言
い
寄
り
、
こ
の
後
も
、
女
房
の
い
る
渡
殿
を
積
極
的
に
訪
れ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
薫
が
渡
殿
と
い
う
空
間
に
興
味
を
抱
き
、
そ
こ
に

い
る
女
房
た
ち
と
交
際
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
渡
殿
を
一
時
的

に
利
用
し
て
い
た
今
上
帝
女
一
の
宮
を
垣
間
見
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
薫
が
女

一
の
宮
の
姿
を
見
た
の
は
、
ま
だ
何
の
分
別
も
付
か
な
い
幼
少
の
頃
で
、
そ

れ
以
来
気
配
さ
え
聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
女
一
の
宮
の
普
段
の
居

所
は
匂
兵
部
�
巻
に
よ
る
と
、
六
条
院
春
の
町
の
東
の
対
で
あ
っ
た
と
い
う

か（
２０
）

ら
、
対
に
居
住
し
て
い
て
も
、
そ
の
殿
舎
の
奥
深
く
で
生
活
し
、
外
に
い

る
者
に
見
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
常
に
気
を
配
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
物
語
は
、
そ
の
用
心
深
い
女
一
の
宮
を
薫
に
垣
間
見
さ
せ
て
彼
に
新

た
な
憂
愁
を
抱
か
せ
る
展
開
の
た
め
に
、
容
易
に
彼
女
を
垣
間
見
さ
せ
る
機

会
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
選
ば
れ
た
場
所
が
、
渡
殿
と
い
う
梁
間
二

間
の
空
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
垣
間
見
を
物
語
で
は
次
の
よ
う
に
描
写
す

る
。

五
日
と
い
ふ
朝
座
に
は
て
て
、
御
堂
の
飾
り
取
り
さ
け
、
御
し
つ
ら
ひ

改
む
る
に
、
北
の
廂
も
障
子
ど
も
放
ち
た
り
し
か
ば
、
み
な
入
り
立
ち

て
つ
く
ろ
ふ
ほ
ど
、
西
の
渡
殿
に
姫
宮
お
は
し
ま
し
け
り
。
も
の
聞
き

困
じ
て
女
房
も
お
の
お
の
局
に
あ
り
つ
つ
、
御
前
は
い
と
人
少
な
な
る

夕
暮
に
、
大
将
殿
直
衣
着
か
へ
て
、
今
日
ま
か
づ
る
僧
の
中
に
か
な
ら

ず
の
た
ま
ふ
べ
き
こ
と
あ
る
に
よ
り
、
釣
殿
の
方
に
お
は
し
た
る
に
、

み
な
ま
か
で
ぬ
れ
ば
、
池
の
方
に
涼
み
た
ま
ひ
て
、
人
少
な
な
る
に
、

か
く
い
ふ
宰
相
の
君
な
ど
、
か
り
そ
め
に
几
帳
な
ど
ば
か
り
立
て
て
、

う
ち
や
す
む
上
局
に
し
た
り
。
こ
こ
に
や
あ
ら
む
、
人
の
衣
の
音
す
と

思
し
て
、
馬
道
の
方
の
障
子
の
細
く
開
き
た
る
よ
り
、
や
を
ら
見
た
ま

へ
ば
、
例
、
さ
や
う
の
人
の
ゐ
た
る
け
は
ひ
に
は
似
ず
、
は
れ
ば
れ
し

く
し
つ
ら
ひ
た
れ
ば
、
な
か
な
か
、
几
帳
ど
も
の
立
て
ち
が
へ
た
る
あ

は
ひ
よ
り
見
通
さ
れ
て
、
あ
ら
は
な
り
。（
中
略
）
こ
な
た
の
対
の
北

面
に
住
み
け
る
下
�
女
房
の
、
こ
の
障
子
は
、
と
み
の
こ
と
に
て
、
開

け
な
が
ら
下
り
に
け
る
を
思
ひ
出
で
て
、
人
も
こ
そ
見
つ
け
て
騒
が
る

れ
と
思
ひ
け
れ
ば
、
ま
ど
ひ
入
る
。
こ
の
直
衣
姿
を
見
つ
く
る
に
、
誰

な
ら
ん
と
心
騒
ぎ
て
、
お
の
が
さ
ま
見
え
ん
こ
と
も
知
ら
ず
、
簀
子
よ

り
た
だ
来
に
来
れ
ば
、
ふ
と
立
ち
去
り
て
、
誰
ど
も
見
え
じ
、
す
き
ず

き
し
き
や
う
な
り
と
思
ひ
て
隠
れ
た
ま
ひ
ぬ
。（
蜻
蛉
�
二
四
七
〜
二

五
〇
頁
）
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『
源
氏
物
語
』
の
垣
間
見
の
場
面
は
ほ
ぼ
類
型
化
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、

竹
河
巻
で
夕
霧
の
息
子
で
あ
る
蔵
人
の
少
将
が
玉
鬘
の
大
君
・
中
の
君
を
垣

間
見
す
る
場
面
で
は
、
最
初
に
「
の
ど
や
か
に
お
は
す
る
所
は
、
紛
る
る
こ

と
な
く
、
端
近
な
る
罪
も
あ
る
ま
じ
か
め
り
。」（
�
七
五
頁
）
と
語
ら
れ
、

訪
問
者
の
少
な
い
邸
宅
で
あ
り
、
姫
君
た
ち
が
油
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
垣
間
見
を
予
感
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
の
通
り
、
少
将
が
姫
君
た

ち
を
垣
間
見
た
時
は
、
姫
君
た
ち
は
端
近
な
場
所
で
碁
を
打
ち
、
女
房
た
ち

は
御
�
を
�
き
上
げ
て
応
援
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、

兄
弟
た
ち
の
留
守
に
よ
り
「
人
少
な
な
る
」
時
で
あ
り
、
し
か
も
廊
の
戸
が

開
い
て
い
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
ま
と
め
る
と
、
垣
間
見
が
自
然
に
行

わ
れ
る
場
面
で
は
、

・
見
ら
れ
る
女
性
が
端
近
な
場
に
い
る
こ
と
。

・
女
房
た
ち
の
注
意
も
散
漫
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
人
が
少
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
。

・
何
ら
か
の
ミ
ス
で
見
ら
れ
る
女
性
の
居
る
場
所
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
。

と
い
う
よ
う
な
、
見
る
側
に
好
都
合
な
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

条
件
は
『
源
氏
物
語
』
の
他
の
垣
間
見
の
場
面
に
も
符
合
す
る
。

薫
の
女
一
の
宮
垣
間
見
の
場
面
で
も
、
垣
間
見
の
条
件
で
あ
る
「
人
少
な

な
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
女
一
の
宮
が
普
段
は
居
る
こ
と
の
な
い
渡
殿

と
い
う
女
房
た
ち
の
空
間
に
一
時
的
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
薫
が

僧
に
会
う
た
め
に
こ
の
渡
殿
の
近
く
の
釣
殿
を
訪
れ
、
そ
の
時
に
は
僧
た
ち

が
退
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
御
八
講
の
後
で
聴
聞
し
て
い
た

女
房
が
疲
れ
て
局
に
下
が
り
、
御
前
に
人
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は

下
�
女
房
の
障
子
を
開
け
た
ま
ま
下
が
る
と
い
う
ミ
ス
を
犯
し
て
い
た
こ
と

が
こ
の
垣
間
見
に
つ
な
が
っ
た
。「
今
日
ま
か
づ
る
僧
の
中
に
か
な
ら
ず
の

た
ま
ふ
べ
き
こ
と
あ
る
」
と
い
う
薫
の
用
件
は
、
こ
の
垣
間
見
の
た
め
に
薫

を
人
の
少
な
い
空
間
に
導
く
た
め
の
伏
線
で
も
あ
っ
た
。
釣
殿
と
そ
の
付
近

は
僧
た
ち
の
退
出
で
、
す
で
に
人
の
少
な
い
空
間
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
空

間
は
垣
間
見
に
は
恰
好
の
場
所
と
な
る
。
そ
の
垣
間
見
の
後
、
こ
の
渡
殿
は

女
一
の
宮
の
面
影
を
と
ど
め
る
場
と
し
て
薫
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
る
。
そ
こ

に
い
る
女
房
と
の
会
話
を
楽
し
む
ふ
り
を
し
て
、
薫
は
何
度
も
こ
の
西
の
渡

殿
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
今
ま
で
女
房
の
空
間
と
し
て
の
み
機
能
し
て
い
た
渡
殿
が
突

如
、
恋
愛
の
場
と
し
て
物
語
内
で
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
『
源
氏
物
語
』
以
降
の
物
語
に
も
見
ら
れ
る
が
、
女
房
の
居
住

空
間
と
し
て
前
章
で
紹
介
し
た
『
狭
衣
物
語
』
の
�
の
渡
殿
は
そ
の
好
例
で

あ
る
。
客
人
が
い
る
こ
と
に
遠
慮
し
て
渡
殿
に
い
た
姫
君
と
狭
衣
は
こ
の
場

で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
に
な
る
。
寝
殿
や
対
に
比
し
て
奥
行
き
の
な
い
渡
殿

に
い
る
た
め
か
、
有
明
の
月
の
光
が
「
格
子
の
隙
ど
も
よ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
漏
り
入
り
た
る
」（
巻
四
�
二
八
一
頁
）
と
い
う
状
態
に
な
る
。
こ
の
状

況
に
狭
衣
は
た
ま
り
か
ね
て
、
格
子
を
押
し
上
げ
て
姫
君
の
顔
を
確
認
し
よ

う
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
姫
君
の
顔
が
狭
衣
の
思
慕
す
る
源
氏
宮
に
瓜
二
つ

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
姫
君
は
狭
衣
の
自
邸
に
引
き
取
ら
れ
、
彼
の
妻

と
し
て
暮
ら
す
に
至
る
。
こ
の
よ
う
に
、
物
語
内
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る

女
君
と
の
出
会
い
の
場
が
、
女
房
の
生
活
空
間
と
し
て
機
能
し
て
い
た
渡
殿

で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

ま
た
、
渡
殿
は
垣
間
見
を
す
る
人
物
の
居
る
空
間
で
も
あ
る
。
通
路
と
し

て
の
機
能
を
持
つ
渡
殿
は
、
隣
接
す
る
寝
殿
や
対
の
内
部
を
覗
き
や
す
い
。

『
源
氏
物
語
』
野
分
巻
で
も
夕
霧
が
「
東
の
渡
殿
の
小
障
子
の
上
よ
り
、
妻
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戸
の
開
き
た
る
隙
を
何
心
も
な
く
」（
�
二
六
四
頁
）
覗
い
て
い
る
。『
狭
衣

物
語
』
で
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
増
加
し
、
父
の
妻
・
洞
院
の
上
が
引
き
取
っ

た
今
姫
君
の
い
る
西
の
対
の
様
子
を
狭
衣
が
渡
殿
か
ら
覗
く
場
面
が
あ（
２１
）

る
。

狭
衣
は
ま
た
、
長
年
思
慕
し
て
い
る
源
氏
宮
の
居
所
の
様
子
を
渡
殿
の
戸
か

ら
見
通
す
こ
と
も
あ
っ（
２２
）

た
。
渡
殿
は
寝
殿
や
対
に
接
し
て
い
る
た
め
、
そ
こ

に
居
住
す
る
人
物
を
近
く
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
女
性
た
ち

は
渡
殿
か
ら
の
視
線
に
気
付
か
ず
、
無
防
備
な
姿
を
男
性
た
ち
に
露
呈
し
て

し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、
渡
殿
は
、
寝
殿
や
対
か
ら
は
死
角
と
な
り
、
男
性

た
ち
に
垣
間
見
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
場
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

渡
殿
と
廊
は
規
模
と
機
能
の
面
で
は
同
一
で
あ
る
た
め
、
諸
注
釈
で
は
混

同
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
渡
殿
は
殿
舎
間
を
つ
な
ぐ
と
い
う

機
能
に
加
え
て
、『
源
氏
物
語
』
や
『
紫
式
部
日
記
』
に
描
か
れ
て
い
る
よ

う
に
、
女
房
の
局
を
備
え
る
と
い
う
機
能
も
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
渡

殿
と
い
う
空
間
の
最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
廊
は
居
住
空
間
に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
女
房
の
局
を
置
く
例
は
見
ら
れ
な
い
。
渡
殿
は

『
源
氏
物
語
』
と
そ
れ
以
降
の
物
語
の
中
で
女
房
た
ち
の
空
間
と
し
て
も
機

能
し
、
女
房
と
男
君
た
ち
と
の
交
際
の
場
と
も
な
る
。
そ
し
て
、『
源
氏
物

語
』
蜻
蛉
巻
の
垣
間
見
の
一
件
か
ら
は
、
そ
の
注
目
度
が
増
し
、
恋
愛
物
語

の
舞
台
と
し
て
そ
の
価
値
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
女
一
の
宮
と
い
う
最
も
高

貴
な
女
性
を
梁
間
二
間
し
か
な
い
空
間
に
置
き
、
薫
に
垣
間
見
の
機
会
を
与

え
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
渡
殿
が
薫
の

意
識
上
で
、
そ
し
て
物
語
上
に
お
い
て
も
重
要
な
働
き
を
持
つ
建
物
に
変
貌

す
る
。『
狭
衣
物
語
』
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語
』
蜻
蛉
巻
で
作
ら
れ
た
渡
殿

の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
継
い
で
、
渡
殿
と
い
う
空
間
を
恋
愛
物
語
に
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
く
。『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
渡
殿
と

い
う
空
間
が
重
用
さ
れ
た
の
は
、『
源
氏
物
語
』
の
作
者
紫
式
部
が
中
宮
彰

子
の
里
邸
・
土
御
門
邸
の
東
の
渡
殿
で
生
活
し
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
渡
殿
の
局
で
道
長
の
訪
れ
も
経
験
も
し
た
彼
女
の

心
中
に
、
渡
殿
と
い
う
空
間
は
深
く
刻
ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
渡
殿
は
紫
式

部
に
と
っ
て
も
特
別
の
空
間
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）

池
田
亀
鑑
氏
『
源
氏
物
語
事
典
』
東
京
堂
出
版
・
昭
和
三
十
五
年
三
月
。

（
２
）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
・
平
成
十
四
年
一
月
）
の
「
渡
殿
」
の
項

に
は
「
二
つ
の
建
物
を
つ
な
ぐ
屋
根
の
あ
る
板
敷
き
の
廊
下
。
渡
り
廊
下
。

こ
の
廊
に
部
屋
を
設
け
た
り
も
す
る
。
細
殿
。
わ
た
り
ど
の
。」
と
あ
り
、

「
廊
」
の
項
に
は
「
建
物
と
建
物
を
結
び
、
あ
る
い
は
建
物
か
ら
突
出
し
た
細

長
い
建
物
。
ま
た
寺
院
の
回
廊
。
ほ
そ
ど
の
。
わ
た
ど
の
。
廊
廡
。」
と
書
か

れ
て
い
る
。

（
３
）

石
田
穣
二
氏
・
清
水
好
子
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
源
氏
物
語
四
』

（
昭
和
五
十
四
年
二
月
）
の
蛍
巻
の
こ
の
部
分
の
「
渡
殿
」
に
は
「
前
の
行
に

「
こ
な
た
の
廊
」
と
あ
る
廊
」
と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玉
上
琢

彌
氏
の
『
源
氏
物
語
評
釈
』
第
五
巻
（
角
川
書
店
・
昭
和
四
十
年
十
二
月
）

で
は
、「
こ
な
た
の
廊
」
に
「
花
散
里
の
御
殿
の
渡
廊
」
と
い
う
注
が
施
さ
れ
、

「
こ
ち
ら
の
渡
殿
」
と
口
語
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）

鈴
木
温
子
氏
は
論
文
「『
源
氏
物
語
』
の
邸
宅
考
―
「
廊
」
と
い
う
住
居
に

つ
い
て
―
」（『
駒
澤
国
文
』
第
四
十
号
・
平
成
十
五
年
二
月
）
の
中
で
、
こ

の
よ
う
に
「
廊
・
渡
殿
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、「
古
い
写
本
で
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は
句
読
点
は
施
さ
れ
な
い
た
め
、「
廊
渡
殿
」
と
い
う
固
有
名
詞
で
は
と
い
う

疑
問
が
生
じ
る
。」
と
し
な
が
ら
も
、「
し
か
し
、
同
時
代
の
漢
文
日
記
で
あ

る
『
小
右
記
』（
記
録
年
代
９７８
〜
１０３２
）、『
権
記
』（
９９１
〜
１０１７
）、『
御
堂
関
白

記
』（
９９８
〜
１０２１
）
及
び
、
も
う
少
し
前
に
な
る
『
貞
信
公
記
』『
九
暦
』
に
も

そ
う
い
う
名
称
は
み
え
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
「
廊
」「
渡
殿
」
が
別
の
も
の

と
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
廊
」「
渡

殿
」
に
関
し
て
は
、
増
田
繁
夫
氏
も
「
寝
殿
造
に
お
け
る
寝
殿
・
対
の
屋
以

外
の
建
築
物
」（
倉
田
実
氏
編
『
王
朝
文
学
と
建
築
・
庭
園
』
竹
林
舎
・
平
成

十
九
年
五
月
）
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
増
田
氏
も
そ
の
用
途
や
形
態
か

ら
、
両
者
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）

注
（
４
）
鈴
木
氏
論
文
、
ま
た
は
同
氏
の
「「
廊
の
戸
」
か
ら
の
覗
き
見
―

『
源
氏
物
語
』
の
「
廊
」
考
―
」（『
駒
澤
国
文
』
第
四
十
二
号
・
平
成
十
七
年

二
月
）
を
参
照
。

（
６
）

池
浩
三
氏
・
倉
田
実
氏
に
よ
る
「
対
談
『
源
氏
物
語
』
の
建
築
を
ど
う
読

む
か
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
・
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
�
１７

空
�
』
至
文
堂
・
平
成
十
三
年
六
月
）
の
中
で
も
「
廊
」
と
「
渡
殿
」
の
違

い
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
り
、
蛍
巻
の
こ
の
箇
所
が
こ
の
問
題
を
考
え
る
恰

好
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
倉
田
氏
も
「
廊
」
と

「
渡
殿
」
を
別
個
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）

裏
松
光
世
『
故
実
叢
書
・
大
内
裏
図
考
証
』（
第
二
六
巻
）
明
治
図
書
出

版
・
昭
和
二
十
六
年
。

（
８
）

井
上
充
夫
氏
「
廊
に
つ
い
て
―
日
本
建
築
の
空
間
的
発
展
に
お
け
る
一
契

機
―
」『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
第
５４
号
・
昭
和
三
十
一
年
十
月
。

（
９
）

平
山
育
男
氏
「
寝
殿
造
り
の
構
成
�
廊
―
渡
殿
と
は
ど
う
違
う
の
か
―
」

（
注
（
６
）
書
所
収
）。

（
１０
）

太
田
静
六
氏
『
寝
殿
造
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
六
十
二
年
二
月
。

（
１１
）

こ
の
点
に
疑
問
を
持
っ
た
樺
山
温
氏
は
論
文
「
夕
顔
の
巻
に
お
け
る
「
西

の
妻
戸
」「
渡
殿
」」（『
解
釋
學
』
第
十
輯
・
平
成
五
年
十
一
月
）
の
中
で
、

こ
の
部
分
に
関
す
る
現
代
の
注
釈
書
の
説
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
渡

殿
の
場
所
に
つ
い
て
注
釈
を
施
し
て
い
る
の
は
、
山
岸
徳
平
氏
校
注
の
『
日

本
古
典
文
学
大
系
�
源
氏
物
語
一
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
五
十
二
年
八
月
）
と

石
田
穣
二
氏
・
清
水
好
子
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
源
氏
物
語
一
』（
昭

和
五
十
一
年
六
月
）
で
あ
っ
た
。『
大
系
』
は
、
こ
の
「
渡
殿
」
を
「
西
の
対

か
ら
中
門
の
方
に
い
く
渡
殿
（
廊
）
で
あ
る
。」
と
し
、『
新
潮
集
成
』
は

「
西
の
対
に
通
じ
る
中
門
廊
」
と
し
て
お
り
、
廊
と
渡
殿
を
混
同
し
た
解
釈
が

な
さ
れ
て
い
た
。

（
１２
）

角
田
文
衞
氏
・
加
納
重
文
氏
編
『
源
氏
物
語
の
地
理
』
思
文
閣
出
版
・
平

成
十
一
年
八
月
。

（
１３
）

池
田
亀
鑑
氏
の
『
源
氏
物
語
事
典
』
で
も
「
釣
殿
」
に
つ
い
て
、「
寝
殿
前

の
庭
に
設
け
ら
れ
た
池
に
の
ぞ
む
よ
う
に
、
東
ま
た
は
西
の
対
と
廊
を
も
っ

て
接
続
さ
れ
、
廊
の
南
端
に
構
え
ら
れ
た
も
の
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
１４
）

角
田
文
衞
氏
「
土
御
門
殿
と
紫
式
部
」（『
紫
式
部
伝
―
そ
の
生
涯
と
『
源

氏
物
語
』
―
源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
』
法
藏
館
・
平
成
十
九
年
一
月
）。

（
１５
）
『
枕
草
子
』
九
五
段
に
は
「
屋
の
さ
ま
も
は
か
な
だ
ち
、
廊
め
き
て
、
端
近

に
あ
さ
は
か
な
れ
ど
、」（
増
田
繁
夫
氏
校
注
『
和
泉
古
典
叢
書
１
枕
草
子
』

和
泉
書
院
・
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
・
九
一
頁
）
と
あ
る
。

（
１６
）
『
源
氏
物
語
』
宿
木
巻
に
は
「（
薫
）「
こ
の
寝
殿
は
、
変
へ
て
造
る
べ
き
や

う
あ
り
。
造
り
出
で
ん
ほ
ど
は
、
か
の
廊
に
も
の
し
た
ま
へ
。」（
�
四
五
七

頁
）
と
あ
る
。

（
１７
）

注
（
１４
）
角
田
氏
論
文
。

（
１８
）

増
田
繁
夫
氏
「
紫
式
部
伝
研
究
の
現
在
―
渡
殿
の
局
、
女
房
と
し
て
の
身

分
・
序
列
・
職
階
―
」（
増
田
繁
夫
氏
・
鈴
木
日
出
夫
氏
・
伊
井
春
樹
氏
編

『
源
氏
物
語
研
究
集
成
１５
源
氏
物
語
と
紫
式
部
』
風
間
書
房
・
平
成
十
三
年
十

一
月
）。
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（
１９
）

紫
式
部
の
局
の
位
置
に
関
し
て
は
、
増
田
氏
以
外
に
も
多
く
の
研
究
者
が

考
察
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
安
藤
重
和
氏
「「
渡
殿
の
戸
口
の
局
」
の
位
置
を

め
ぐ
っ
て
―
紫
式
部
日
記
試
論
―
」（『
国
語
国
文
学
報
』（
昭
和
五
十
四
年
三

月
）
に
よ
る
と
、
紫
式
部
の
局
の
位
置
は
次
の
四
説
に
分
か
れ
る
。

（
イ
）

東
の
対
の
内
部
の
（
北
渡
殿
へ
出
る
）
戸
口＝

益
田
勝
実
氏
『
紫
式

部
日
記
の
新
展
望
』、
曾
沢
太
吉
氏
・
森
重
敏
氏
『
紫
式
部
日
記
新
釈
』

（
武
蔵
野
書
院
・
昭
和
三
十
九
年
二
月
）、
池
田
亀
鑑
氏
・
秋
山
虔
氏
校

注
『
岩
波
文
庫
紫
式
部
日
記
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
）、

中
野
幸
一
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
全
集
紫
式
部
日
記
』（
小
学
館
・
昭

和
四
十
六
年
六
月
）

（
ロ
）

東
の
対
よ
り
東
中
門
へ
到
る
東
廊
の
、
東
中
門
に
近
い
戸
口＝

池
田

亀
鑑
氏
『
紫
式
部
日
記
考
証
』（
至
文
堂
・
昭
和
四
十
二
年
六
月
）

（
ハ
）

寝
殿
と
東
の
対
と
を
つ
な
ぐ
北
渡
殿
の
西
端＝

岡
川
佳
子
氏
「『
渡
殿

の
戸
口
の
局
』
考
―
〝
紫
式
部
日
記
の
新
展
望
〞
の
説
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
平
安
文
学
研
究
』
第
二
十
一
輯
・
昭
和
三
十
三
年
六
月
）、
池
田

亀
鑑
氏
・
秋
山
虔
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
紫
式
部
日
記
』（
岩
波

書
店
・
昭
和
三
十
三
年
九
月
）

（
二
）

寝
殿
と
東
の
対
と
を
つ
な
ぐ
北
渡
殿
の
東
端＝

角
田
文
衛
氏
『
紫
式

部
の
身
辺
』（
古
代
学
協
会
・
昭
和
四
十
年
十
一
月
）、
萩
谷
朴
氏
『
紫

式
部
日
記
全
注
釈
上
・
下
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
お
よ

び
昭
和
四
十
八
年
三
月
）

安
藤
氏
は
こ
れ
ら
の
四
つ
の
説
を
提
示
し
た
後
、
北
渡
殿
東
端
を
「
局
」
で

は
な
く
、「
馬
道
」
で
あ
っ
た
と
し
、（
ハ
）
の
説
の
正
当
性
を
論
証
さ
れ
て

い
る
。

（
２０
）
『
源
氏
物
語
』
匂
兵
部
�
巻
に
は
、「
女
一
の
宮
は
、
六
条
院
南
の
町
の
東

の
対
を
、
そ
の
世
の
御
し
つ
ら
ひ
あ
ら
た
め
ず
お
は
し
ま
し
て
、
朝
夕
に
恋

ひ
し
の
び
き
こ
え
た
ま
ふ
。」（
�
一
八
頁
）
と
あ
る
。

（
２１
）
『
狭
衣
物
語
』
本
文
に
は
「
大
臣
の
御
方
に
参
り
た
ま
へ
る
に
、
こ
の
今
姫

君
の
住
み
た
ま
ふ
対
の
前
を
過
ぎ
た
ま
へ
ば
、
ま
こ
と
、
い
か
や
う
に
か
と
、

け
し
き
も
ゆ
か
し
う
て
、
渡
殿
よ
り
少
し
の
ぞ
き
た
ま
へ
る
に
、
御
�
所
々

押
し
張
り
て
、
人
々
あ
ま
た
こ
ぼ
れ
出
で
て
居
た
り
。」（
巻
一
�
一
〇
四

頁
）
と
あ
る
。

（
２２
）

同
じ
く
『
狭
衣
物
語
』
本
文
に
は
「
源
氏
の
宮
の
御
方
に
も
、
常
よ
り
も

疾
く
起
き
た
る
け
は
ひ
に
て
、
夜
も
す
が
ら
降
り
つ
も
り
た
る
雪
見
る
な
る

べ
し
。
そ
の
渡
殿
よ
り
見
た
ま
へ
ば
、
若
き
さ
ぶ
ら
ひ
ど
も
五
、
六
人
、
き

た
な
げ
な
き
姿
ど
も
に
て
雪
ま
ろ
ば
し
す
る
を
見
る
と
て
、
宿
直
姿
な
る
童

べ
若
き
人
々
な
ど
の
出
で
ゐ
た
る
、
ま
た
寝
く
た
れ
の
か
た
ち
ど
も
、
い
づ

れ
と
な
く
と
り
ど
り
に
を
か
し
げ
に
て
、（
中
略
）
御
前
に
は
起
き
さ
せ
た
ま

ひ
て
に
や
と
ゆ
か
し
け
れ
ば
、
隅
の
間
の
御
障
子
の
ほ
の
か
な
る
よ
り
、
や

を
ら
見
た
ま
へ
ば
、
母
屋
の
際
な
る
御
几
帳
ど
も
も
み
な
押
し
や
ら
れ
て
、

そ
の
柱
の
つ
ら
に
、
脇
息
に
押
し
か
か
り
て
見
居
さ
せ
た
ま
へ
り
。（
中
略
）

人
々
見
や
り
て
、「
こ
の
渡
殿
の
御
障
子
こ
そ
少
し
開
き
た
れ
ば
、
御
覧
じ
や

し
つ
ら
ん
。
あ
さ
ま
し
き
朝
顔
を
」
と
わ
び
あ
ひ
た
り
。」（
巻
二
�
二
三
九

頁
〜
二
四
一
頁
）
と
あ
る
。

〔
付
記
〕
各
作
品
の
本
文
引
用
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』『
宇
津
保
物
語
』『
狭

衣
物
語
』『
夜
の
寝
覚
』『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
栄
華
物
語
』『
大
鏡
』『
紫
式
部
日

記
』
に
関
し
て
は
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」〈
小
学
館
〉
を
使
用
し
た
（
算
用

数
字
は
「
新
編
全
集
」
の
巻
数
を
表
し
、
漢
数
字
は
頁
数
を
表
す
）。
ま
た
『
小
右

記
』『
中
右
記
』
に
関
し
て
は
「
大
日
本
古
記
録
」（
岩
波
書
店
）
を
、『
春
記
』
に

関
し
て
は
「
史
料
大
成
」（
臨
川
書
店
）
を
使
用
し
た
。

（
み
ず
た
ひ
ろ
み
／
神
戸
大
学
大
学
院
生
）
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